
第１号様式                主要事業の進行状況報告書       平成 25年３月 31日

９ 生活文化局 都立文化施設の改修等 

事
業
概

要 

『「2020 年の東京」へのアクションプログラム 2013』（平成 25 年１月）に掲げた

目標の一つである「東京の文化を世界へ発信」を実現するため、都立文化施設の

改修等を着実に実施し、文化発信拠点としてより魅力的な事業展開を図る。 

こ
れ
ま
で
の
経
過 

○ 大規模改修等 

・ 東京都美術館は平成 22 年４月から休館して大規模改修を実施し、24 年４月１

日にリニューアル開館した。 

・ 東京芸術劇場は平成 23 年４月から休館して大規模改修を実施し、24 年９月１

日にリニューアル開館した。 

・ 東京都庭園美術館は平成 23 年 11 月から休館し、改修工事等を行っている。 

・ 東京文化会館は、施設設備の劣化補修や非構造部材の耐震化を中心に、平成 23

年度から 25 年３月末にかけて改修の実施設計を行った。 

・ 江戸東京博物館常設展示の経年劣化が進んでいることから、平成 23 年度から

24 年度にかけて改修の基本設計を行い、続いて実施設計を行っている。 

○ 東日本大震災の経験を踏まえた文化施設の災害対策機能強化 

・ 文化施設における大規模地震等の各種災害への対応策を検討するため、23 年度

補正予算で内装や設備の耐震性等について委託調査を実施した。 

○ 創造発信力を向上させるための取組 

・ 平成 18 年度から復活した収集予算により、江戸東京博物館、東京都写真美術

館及び東京都現代美術館で美術資料等を購入し、常設展示等に活用している。 

現
在
の
進
行
状
況 

○ 大規模改修等 

・ 庭園美術館は改修中であり、平成 26 年中にリニューアル開館する予定である。

・ 写真美術館は平成 24 年度から基本設計に着手しており（25 年度まで）、25～26

年度に実施設計を行う予定である。 

・ 東京文化会館は平成 25～26 年度に改修を行う予定である。 

・ 江戸東京博物館の常設展示室については、平成 25 年度中に設計を終え、25～

26 年度に改修を行う予定である。 

○ 創造発信力を向上させるための取組 

・ 平成 25 年度も、江戸東京博物館、写真美術館及び現代美術館において美術資

料等の購入を準備している。 

今
後
の
見
通
し 

○ 大規模改修等 

・ 庭園美術館、写真美術館及び文化会館の大規模改修並びに江戸東京博物館の常

設展示改修については、予定どおりの実施に向けたスケジュール管理の徹底や

関係部署との適切な調整を行っていく。 

・ 現代美術館及び江戸東京博物館についても、設計費の予算要求など大規模改修

の準備を進めていく。 

○ 東日本大震災の経験を踏まえた文化施設の災害対策機能強化 

・ 平成 23 年度の調査結果を踏まえ、大規模改修等の機会をとらえて災害対策に

対応していく。 

○ 創造発信力を向上させるための取組 

・ 引き続き、各施設の運営に必要な収蔵品購入等を継続していく。 

・ 各館の収蔵庫の狭隘化などを踏まえ、大規模改修中の収蔵品の保管方法や今後

の収蔵のあり方について検討していく。 

問い合せ先 生活文化局 文化振興部 企画調整課 電話 03-5388-3158 
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